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＜連絡事項＞

　　・田端　玲子様・・シンラック1本処方されました。

　　・松浦　佐恵子様・・症状軽快した為204号室→206号へ転室されました。

　　・浜浦　正明様・・家族様より患者様の持ち物全部処分して下さいという事なので、

　　　　　　　　　　　病棟で処分し衣類は着替え様、お尻拭き等に使わせて頂く事

　　　　　　　　　　　とします。

　　・長根　實様・・発熱が続いている為本日、内科診察して頂きインフルエンザテスト

　　　　　　　　　　指示あり施行し（－）の結果が出ました。このまま経過観察してい

　　　　　　　　　　きます。

　　・鈴木　サダ様・・毎日婦人科の処置をしていますが、最近掻痒感の訴えあり小坂

　　　　　　　　　　　Drに報告後、フランセチンパウダーには抗生剤が入っている為

　　　　　　　　　　　そのせいかもしれないとの事でべビーパウダーに変更になりまし

　　　　　　　　　　　た。それでも痒み続く時は処置の変更を考えるとの事でした。

　　　　　　　　　　　引き続き観察お願いします。

　　・石橋　さだ様・・ツベルクリン判定があり陰性でした。

　　・奥利　うめ様、長坂　才次郎様・・褥瘡の治癒報告書を提出したので処置はいりま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ん。再発しないように気をつけましょう。

　　・感染ボックスに使用済みのマスクが捨てて有りましたが、普通のゴミとして扱って

　　　下さい。感染ボックスには書いてある物だけ捨てて下さい。

　　・1月16日藤原　百合子様採用になりローテーションで1月19日南病棟に来ます。

　　　松沢副主任オリヱーテーションお願いします。配属は北病棟です。

　・中級試験が今月もあります。各自、予約のほうをパソコン入力お願いします。

　＜受け持ち患者評価、検討＞

　　　・細越　国雄様

　　　　　　♯2嗜好品要求多いのケアプランですが、スタッフ統一した対応が守られてい

　　　　　　るせいか、大分要求が少なくなりましたので引き続き同じ対応し様子を見ま

　　　　　　しょう。

　　　・長根　矢一様

　　　　　　転倒の危険あると言うことでケアプラン追加となりました。

　　　　　　　　♯2・・徘徊が多く転倒の危険がある。

　　　　　　　　　　P １・転倒が無く歩行する

1 歩行時の見守り

2 部屋の環境整備（マット、チェスト等）

3 徘徊の多い時は休んで頂く

　　　・北山　和子様

　　　　　　拘縮予防のため、運動療法指示箋がありますが、以前は、階段昇降や低周波治療は自力で行えていましたが、現在は、ＡＤＬ低下もみられ介助が必要と考えられます。今後、ご本人様のＡＤＬ状況を観察しながら検討していきまよう。

＜勉強会＞

· うつ病について

1． うつ病の初期徴候

（朝の様子）　・朝いつもより目が覚める

　　　　　　　・朝起きた時、陰気な気分がする。

　　　　　　　・朝、いつものように新聞・テレビを見る気にならない。

　　　　　　　・服装やみだしなみにいつものように関心が向かない。

　　　　　　　・何事にもとりかかる気になかなかならない。

（日常の様子）　・何事にとりかかっても根気がない。

・決断がなかなかつかない。

・いつものように気軽に人に会うことができない。

・なんとなく不安でいらいらすることがよくある。

・これから先やっていく自信がない。

（心理状態）　・いっそこの世から消えたいと思う事が最近よくある。

　　　　　　　・テレビがいつものように面白くない。

　　　　　　　・寂しくて誰かに傍らにいてほしいと思う事がよくある。

　　　　　　　・涙ぐむことが多い。

（体調の変化）　・頭が重かったり痛んだりする。

　　　　　　　　・食欲も最近は落ちている。

2． うつ状態の方への対応

1） 休養を最優先にする

うつ状態にあるときに元気づけたり、運動や無理に日課を行うようにするのは

禁物です。なぜなら、本人様は気が晴れぬどころか、心身の疲労が加わるばかりで、病状を悪化させてしまうからです。

2） 薬は指示通りで

3） 激励や指示のしすぎは禁物

「がんばれ」「しっかりしろ」などの激励の言葉は禁物です。ああしろ、こうしろ、

などの指示のし過ぎもかえって逆効果です。

4） うつ状態は一時的であることを伝える

現在の苦しみや能力の低下は、病気が原因の一時的なものです。必ず治るものであることを本人に説明します。

　　







































































































